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本研究は、COPD群 20例、健常者群 10名を対象にメトロノームに合わせて呼吸数を 20
回/分、30回/分、40 回/分と増加させ各呼吸数下で IOSの測定を行うことで COPD患者にお
いて測定値に特徴的な変化が現れるか、さらにその変化が COPD患者の息切れの症状と関連
しているかを検証した研究である。同時に、COPD群には労作時の息切れの軽減に有効とさ







IOS測定値の呼吸数増加による変化量（呼吸数 30及び 40回/分測定値と 20回/分測定値の
差；Δ(30-20), Δ(40-20)）と息切れの程度を示す mMRCスコアの相関を検討した結果、呼気時
X5と呼気時 R5-R20の変化量と mMRCスコアに有意な相関（ΔEx.X5(30-20); r=-0.56 p=0.01, 
ΔEx.X5(40-20); r=-0.64 p=0.002, ΔEx.R5-R20(40-20); r=0.47 p=0.04）を認め、特に呼気時
X5の変化量との相関が強かった。また、スパイロメトリーや安静時 IOSの測定値と mMRC
スコアには相関を認めないことが示された。最後に COPD群における SABA吸入の IOS測定
値への影響をみたところ、COPD群に特徴的であると判明した呼吸数増加に伴う呼気時 X5




気時 X5の変化は COPD 群において特徴的な変化を示すことが示され、その変化量が COPD群
の息切れの症状と相関し SABA吸入後に減弱がみられることより、呼気時 X5の呼吸数増加
に伴う変化が気流閉塞およびそれに伴う動的肺過膨張の程度を反映している可能性が示さ
れた。運動負荷なく呼吸数を増加させた上での IOSの測定は、スパイロメトリーや安静時
の呼吸回数下での IOS測定からは評価しえない COPD患者の状態の把握に有用であると考え
られた。 
以上の結果から、本論文は COPD患者における呼吸数増加時の IOS測定の特徴および息切
れ症状との関連を明らかにした優れた論文であると考えられる。よって審査委員会委員全
員は、本論文が著者に博士（医学）の学位を授与するに十分な価値があるものと認めた。 
